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　地震の発生や武力攻撃などの緊
急時に備え、国の全国瞬時警報シ
ステム（※Jアラート）を利用した
全国一斉の情報伝達試験が実施さ
れます。本市では、防災行政無線
とメール配信サービスを用いた試
験を実施します。なお、今年度の
試験は下記の日程で実施されます
が、災害などが発生または発生す
る恐れがある場合には中止しま
す。
第1回：6月7日（水）
第2回：8月23日（水）
第3回：11月15日（水）
第4回：令和6年2月9日（金）
防災行政無線テレホンサービス
　防災行政無線の放送を聞き逃し
た場合や放送内容が聞き取りづら

かった場合などに、放送内容を電
話で確認できるサービスです。
（☎0800－800－3664（通話料無
料））　
安中市メール配信サービス
　日々の気象情報や火災情報、防
災情報などをお手元のパソコンや
携帯電話にメールでお知らせする
サービスです。昨年8月から、配
信される気象情報に「土砂災害警
戒情報」、「記録的短時間大雨情
報」、「熱中症警戒アラート」を
追加しました。ぜひ、登録してく
ださい。

《登録方法》
①右記2次元コードを読み取り、
annaka@entry.mail-dpt.jpへ空
メールを送信します。

②仮登録メールに記載されている
URLから登録手続します。
③手続完了後に登録完了メールが
届けば登録完了です。
※仮登録メールが届かない場合
は、迷惑メール設定をご確認いた
だき、次のアドレスを受信できる
よう設定してください
〈annaka@city.annaka.gunma.jp〉
■問 □本 危機管理課危機管理係
（☎内線1135）
※Jアラート…地震・津波の発生
や武力攻撃などの緊急情報を、国
が人工衛星などを通じて瞬時に伝
えるシステム

令和4年度　第44回「少年の主張」安中市大会　最優秀賞作品

6月7日（水）午前11時ごろ　全国一斉の情報伝達試験が実施されます

　4月1日付で、嶋田さん（新任）、鳥越さん（再任）、
鈴木さん（再任）が行政相談委員に委嘱されました。

　行政相談委員は、総
務大臣から委嘱をされ
た民間の有識者であ
り、国など行政機関の
業務に対する苦情や意
見・要望を皆様からお
聴きし、問題解決の促
進を図ります。
　相談は右記の日程で
予定しています。お気
軽にご利用ください。

定期行政相談所
毎月第1・3木曜日午
前9時～午前11時30分
□本 2階　第2相談室
毎月第1月曜日午後1
時30分～午後4時
□松 2階　第5会議室
■問 □本 市民課市民相談係
（☎内線1208）

行政相談委員をご紹介します

安中市立松井田中学校　3年　黛　菜々海
「安全な水を世界中に」

　先日のことである。2年前から育てていたマリモ
が、瓶の中で茶色くガビガビに干からびていた。小
さな丸い瓶には、入っていなければならないはずの
水が一滴も入っていなかったのだ。2年前、広告で
見て一目惚れした私は、妹と一つずつほしいとおね
だりして手に入れたマリモだ。それぞれに名前をつ
けて、最初の頃は毎日観察し、水が減っていたら丁
寧に補充していた。言い訳になってしまうが、やる
こと、やりたいことがたくさんあって、最近はマリ
モの存在すら忘れていたのだった。コップ一杯分ほ
どの小さな瓶の中で、多いとは言えない水であって
も、マリモにとってはまさに命の水だったのだ。
　私たち人間の生活ではどうか。顔を洗う、歯磨き
をする、トイレや洗濯など、飲料としてだけでな
く、たくさんの水を私たちは日々消費しているの
だ。特に、コロナ禍となってからは、手洗いの励行
がかつてないほど叫ばれるようになった。そして、
ワクチンを接種した際には、とにかく水を飲むよう
にと母に言われた。発熱時の水分補給は、干からび
た体を生き返らせる効果が抜群なのだそうだ。実
際、固形物は受け付けない発熱時に、水はごくごく
飲めて体が楽になった記憶がある。
　このように、私たちの生活に欠くことのできない
水であるが、その水がなくなってしまったらと想像
したことはあるだろうか。
　例えば、オーストラリアのある地域では雨水をた
めて洗濯に使っているそうだ。降水量が少ない上
に、乾燥していることから慢性的な水不足なのだ。
雨水をためるという工夫で、水資源を大切にしてい
ることがわかる。サハラ砂漠以南のアフリカ諸国で
は、約三百万人もの子供が毎日長い道のりを歩い
て、池や湖、井戸まで水を汲みに行っているとい
う。中には八時間以上、片道四キロかけて水を汲み
に行っている子供もいる。そんな子どもたちは、水
を汲むだけで一日の生活時間のほとんどを費やして
いて、教育を受ける時間がない。私たちが学校で当
然のように、体育の授業後に手を洗い、うがいをし
ている。その瞬間も家族の生活水を求めて長距離を
歩く子どもたちがいるということを、私たちはリア
ルに感じる必要があるだろう。水資源を輸入に頼っ
ている国もある。シンガポールでは、自国で水を得
ることが難しく、隣のマレーシアから水を買ってい
る。外国から生活用水を買うとなれば、水の使い方
に慎重にならざるを得ないだろう。私たち日本人に
はない発想かもしれない。日本は島国ゆえに、流れ
ている川はすべて自国の川となる。しかし、世界に

はいくつかの国にまたがって流れている川、すなわ
ち国際河川が二百六十もあり、そこで水の奪い合い
が起こっていることも日本人はあまり知らないので
はないか。例えば、アフリカにあるナイル川は、エ
ジプト、スーダン、エチオピアなど十か国にまた
がっている。上流の国で川の水を大量に使うと、下
流の国では水が不足してしまう。上流の国が水源を
汚すと、下流の国では清潔な水が使えず生活に大き
な支障が生じるのだ。このようなことから「水戦
争」とよばれる国同士の摩擦が国際問題になってい
るのだ。
　国は違えど、同じ地球に住む地球人として、私た
ち日本人も水問題に取り組んでいかなければならな
いだろう。SDGsの六番に、「安全な水とトイレを
世界中に」とある。日本の企業も実践に乗り出して
いることを知り、頼もしく、そして日本人として誇
りに感じる。例えば、サントリーホールディングス
は、安全な水を生み出す豊かな自然を守る取り組み
をすでに全国二十一か所で行っているそうだ。
　私たち個人でも、水を大切に思い、守っていく方
法はあるはずだ。まずは、水がある生活を当たり前
と思わないことだ。さらに、蛇口の水は、山や森か
ら流れてきていることに思いをめぐらせれば、山や
森の環境を守りたいと思うだろう。そして、日々の
生活の中でも、顔を洗うとき、歯磨きをするとき、
無駄な使い方をしていないかと意識するだけでも違
うだろう。暑くなって、一杯の水をがぶ飲みすると
き、ほんの少しでも、ありがたいという気持ちが頭
をよぎるような生活をしていきたいと思う。
　ガビガビに干からびてしまったマリモの続きだ
が、瓶いっぱいの水を与えて三日ほどで、緑色の柔
らかそうなふわふわがよみがえってきた。まさに命
の水だった。

第45回「少年の主張」安中市大会

■日 7月5日（水）
■時 受付　午後1時30分
　開始　午後2時
■場 松井田文化会館　大ホール
発表者　市内中学生代表12人
※優秀者3人は西部地区大会に推薦します
■対 当日の受付でどなたでも無料で入場できます。
主催　教育委員会、青少年育成推進員連絡協議会、
青少年健全育成会議
■問 □松 生涯学習課（☎内線2242）

インフォメーション information

情報伝達手段
防災行政無線

メール配信サービス

　　　　　　　　　　　　　　　　  内　　　容
市内に設置した防災行政無線子局（屋外スピーカー、戸別受信機）から、一斉に、次
のように放送されます。
1.  チャイム音
2.「これは、Jアラートのテストです。」×3回
3.「こちらは、ぼうさいあんなかです。」×1回
4.  チャイム音

「これは、Jアラートの試験です。」という文面の試験用メールが配信されます。
※安中市メール配信サービスに登録している人で、防災情報の「安中市全域」また
は「Jアラート」を選択している人に配信されます。

嶋田 一弘さん
（新任）

鳥越 一成さん
（再任）

鈴木 改さん
（再任）

《情報伝達試験の内容》
登録用▶


